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ビジネスで活きる日本文化ゼミ

基礎からわかる経済ニュースゼミ

6/5～開講

6/6 開講 基礎からわかる経済ニュースゼミ
～分析力・思考力向上への第一歩～

6/6～開講

お申し込みは当パンフレット内お申込書をFAXでご送付ください
FAX送付先：０６－６２１０－３６３０ (関西社会人大学院連合 事務局)

○主催：特定非営利活動法人 関西社会人大学院連合
http://www.kansai-auae.jp

○後援：社団法人関西経済連合会・財団法人関西生産性本部

お問い合わせ：関西社会人大学院連合事務局 TEL：06-6210-3620



●会 場／キャンパスポ－ト大阪（大阪駅前第２ビル４階）
●定 員（最小催行受講者数）／25名（15名）
●受講料（教材料含む）／25,000円（税込）ビジネスで活きる日本文化ゼミ

○主催：特定非営利活動法人 関西社会人大学院連合 ○後援：社団法人 関西経済連合会・財団法人 関西生産性本部
K a n s a i A s s o c i a t i o n o f U n i v e r s i t i e s f o r A d u l t E d u c a t i o nBusiness Up ゼミ 関西

●お勧めしたい方／
・“人間力”を深めたい方
・企業経営者層or海外でビジネス交渉を必要とする方

(ﾋﾞｼﾞﾈｽ・ｺﾐｭﾆｹ-ｼｮﾝ力をさらに、強化したいと考えている方)
・改めて日本文化を理解したいと考えている方
・日本在住の方で、日本文化を理解したいと考えている方

●修了証・成績票／有:第1回～第5回までの4回に出席し、かつ、

企業活動のグロ－バル化に伴い、日本人もビジネスの現場で、海外の人達と接する機会が増加している。そういったビ
ジネスの現場で、相手国の歴史・文化・商習慣・経済状況を理解しておくことは重要である。さらに、相手国事情以上
に、わが国の歴史・文化を理解し、相手に上手く伝えることができれば、交渉の大きな武器になると考える。
そこで、このゼミでは、単に文化を理解するだけでなく、海外の方が知りたい“勘どころ”を押さえ、実際に伝統芸能
にも触れ、うまく表現するスキル（海外ビジネス・コミュニケ－ション・スキル）を磨いていく。
（本ゼミのポイント） 第7回に出席の方 ※第6回【８月2日(土)】は、希望者のみ。

●ゼミの進め方／対話型講義中心に進めます。第7回は、ｸﾞﾙ-ﾌﾟ
によるﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃ-ｼｮﾝがあります。(日本文化の良さをｱﾋﾟ-ﾙしていただ
きます)

（本ゼミのポイント）
・海外の方とビジネス・コミュニケ－ションを図る際、相手は日本文化のどこに興味を持つのか。（勘どころ）
・何が言えれば、相手の心を揺さぶることができるか。プレゼンテ－ションで披露。（表現方法）
を、異業種の方々と専門家と交流することで、楽しく進めてまいります。

講座回数・場所 日程・時刻 内容 講師

第1回 ６月５日（木）
日本語と文学　～日本語の成り立ち、日本文学の特性～

河内　厚郎　氏
文化プロデュ サ第1回

ｷｬﾝﾊﾟｽﾎﾟ-ﾄ大阪
６月５日（木）
19:00-21:00

「てにをは」の助詞や、助動詞を用いた繊細・微妙な言い回しを好む日本人は、中国の文献を自己流に読むこ
とで漢字を導入してきた。明治の文明開化で従来の言語に接した際も、これを漢文のように受けとめて学ぶこ
とになった。こういった日本語の成り立ち、日本文学の特性を理解していく。

文化プロデューサー
「関西文学」編集長

追手門学院大学 客員教授
宝塚造形芸術大学 講師

第２回
ｷｬﾝﾊﾟｽﾎﾟ-ﾄ大阪

６月１２日（木）
19:00-21:00

武士道の思想　～日本型組織・強さの構造～
武士道とは何か？　その現代的意義とは何か？
徳川時代の武士の組織について概観し、武士道の問題を組織統治やコンプライアンスの観点から検討する。ま

笠谷　和比古　氏
国際日本文化研究センター 教授ｷｬﾝﾊ ｽﾎ ﾄ大阪 19:00 21:00 た、年功序列制が本来的には能力主義昇進システムであることを解説し、受講者の所属する企業と比較検討し

ていく。

国際日本文化研究センタ 　教授

第３回
ｷｬﾝﾊﾟｽﾎﾟ-ﾄ大阪

６月２６日（木）
19:00-21:00

歳時記ビジネス最前線　～暦と伝統料理でプロデュ－ス～
節句や歳時記は、これまで様々なビジネスに活用されてきた。しかし、それによって継承されてきたものもあ
れば、変容したものもある。歳時記や伝統料理の国際的なビジネスの可能性を探っていく。

三宅　正弘　氏
武庫川女子大学 生活環境学部 准教授

都市計画コンサルタント

日本酒再発見 世界 “ ”と呼ばれる 本酒 魅力
第４回

ｷｬﾝﾊﾟｽﾎﾟ-ﾄ大阪
７月１０日（木）
19:00-21:00

日本酒再発見 ～世界で“Ｓａｋｅ”と呼ばれる日本酒の魅力～
海外で日本酒が「酒」をアルファベット表記した“Ｓａｋｅ”と呼ばれるのは、他の酒類に置き換えることの
できない、その独自性ゆえである。日本の食文化とともに、今世界で見直されつつある日本酒の、実はフレキ
シビリティー豊かな本来の魅力について考える。

辰馬　朱滿子　氏
 白鷹 株式会社　取締役

白鷹禄水苑  総合プロデューサー

第５回 ７月２４日（木）

現代の産業技術に活きる日本の舞台芸能～世界無形遺産の能・狂言、歌舞伎、文楽から読み解く～
世界で最も精巧な人形劇として知られる文楽の特徴として、膝を曲げる仕草が挙げられる。
この人形（ひとかた）を産み出す文化は 現代のロボ トにまで受け継がれている また 歌舞伎が発明した

河内　厚郎　氏
文化プロデューサー
「関西文学 編集長

第 回
ｷｬﾝﾊﾟｽﾎﾟ-ﾄ大阪

月 （木）
19:00-21:00

この人形（ひとかた）を産み出す文化は、現代のロボットにまで受け継がれている。また、歌舞伎が発明した
「回り舞台」は、ヨーロッパに移植され、ターンテーブルを産み出した。こういった現代の産業技術に繋がっ
ている伝統芸能技術を理解していく。

「関西文学」編集長
追手門学院大学 客員教授
宝塚造形芸術大学 講師

第６回
※山本能楽堂

★希望者のみ★
８月２日（土）
19:30-21:10

「初心者のための上方伝統芸能ナイト」（予定）
第５回で得た知識を、実際に舞台へ足を運び、触れてみることでさらに理解を深めます。
プログラム（予定）／落語・寄席三味線・上方舞・能
会場／山本能楽堂（地下鉄「谷町４丁目」駅 徒歩２分）　http://www.noh-theater.com

案内
河内　厚郎　氏

※テ－マ、講師・内容は事情により変更となる場合があります。

19:30 21:10 会場／ 本能楽堂（地下鉄 谷町 丁目」駅 徒歩 分） p // . .
費用／本ゼミには含まれておりません。別途個人でご負担下さい。（3,500円～4,500円）

第7回
ｷｬﾝﾊﾟｽﾎﾟ-ﾄ大阪

８月７日（木）
19:00-21:00

プレゼンテ－ション
これまで見て・聞いて・話して・体験して得た日本文化を、実際のビジネス・コミュニケ－ションを想定し、
グル－プ単位でプレゼンしていただきます。

解説

河内　厚郎　氏
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● 会 場／キャンパスポ－ト大阪（大阪駅前第２ビル４階）

● 定 員（最小催行受講者数）／25名（20名）
● 受講料（教材料含む）／25 000円（税込）

基礎からわかる経済ニュースゼミ
● 受講料（教材料含む）／25,000円（税込）
● お勧めしたい方／
・社会人1年目～20代の若手ビジネスパーソンで、これか
ら日々の経済の動きを学んでいきたい方
・他社の若手ビジネスパーソンと人脈を広げていきたい方
● 修了証・成績票／原則として全7回に出席してくださ

～分析力・思考力向上への第一歩～

企業活動を理解し、ビジネスの現場で活躍していくためには基礎的な経済ニュースに関心を持
ち、それらの読み解き方をしっかりと身につけておく必要があります。
このゼミでは、国内外の経済および関西経済について、今話題となっているニュースをピック
ア プし 大学教員のリ ドの下 ゼミ生でのディスカ シ ンを通して読み解いていきます い。最終回での成果発表をもって修了証を発行します。

● ゼミの進め方／新聞記事からホットなニュースを取り
上げ、担当教員のリードの下、その要因・課題・見通しな
どについて、ゼミ受講生でディスカッションを行います。

アップし、大学教員のリードの下、ゼミ生でのディスカッションを通して読み解いていきます。
ビジネスの現場で話題となっている事象に対し、さまざまな企業から受講生が集まり、多様な
アプローチで議論することで、あらゆる場面で“モノを考え、分析する力”を身につけること
ができます。また、若手ビジネスパーソンが集まりますので、人脈形成にも大いに役立ちます。

講座回数 日程 時刻 カテゴリ 内 容 担当教員講座回数 日程・時刻 カテゴリー 内 　　　容 担当教員

第1回
6月6日(金)

19:00～21:00

6月13日(金)

関西大学
経済学部

本西 泰三 教授
世界経済

身近なニュースで読み解く世界経済（基礎編・実践編）
○世界経済に関するホットなニュースを新聞からピックアップし、その原因、課題、見通し、私た
ちの企業活動や生活に与える影響について考え、ゼミ生でディスカッションを行います。
○ニュースを理解するために必要なデータの読み方や活用の仕方については適宜解説を加えます。

第2回
6月13日(金)

19:00～21:00

第3回
6月27日(金)

19:00～21:00 関西大学
経済学部

日本経済

○ニュ スを理解するために必要なデ タの読み方や活用の仕方については適宜解説を加えます。
※本ゼミ全体（第1回～第7回）のオリエンテーションを行い、ゼミ生全員で目標を共有します。

身近なニュースで読み解く日本経済（基礎編・実践編）
○日本経済に関するホットなニュースを新聞からピックアップし、その原因、課題、見通し、私た

第4回
7月11日(金)

19:00～21:00

第5回
7月25日(金)

19:00 21:00

本西 泰三 教授
日本経済 ○日本経済に関するホットな ュ スを新聞からピックアップし、その原因、課題、見通し、私た

ちの企業活動や生活に与える影響について考え、ゼミ生でディスカッションを行います。
○ニュースを理解するために必要なデータの読み方や活用の仕方については適宜解説を加えます。

身近なニュースで読み解く関西経済（基礎編・実践編）第5回
19:00～21:00

第6回
8月1日(金)

19:00～21:00

京都産業大学
経済学部

福井 唯嗣 准教授
関西経済

身近な 読み解く関西経済（基礎編 実践編）
○この回では私たちがビジネスや生活の軸足を置いている関西に注目します。
関西の地域経済に関するホットなニュースを新聞からピックアップし、その原因、課題、見通し、
私たちの企業活動や生活に与える影響について考え、ゼミ生でディスカッションを行います。
○ニュースを理解するために必要なデータの読み方や活用の仕方については適宜解説を加えます。

第7回
8月8日(金)

19:00～21:00
成果発表会

ゼミ生によるニュース解説プレゼンテーション
○これまでのディスカッションで学んだ自分なりの“視点”を活かし、担当教員から提示された
テーマに対しグループごとにプレゼンテーション資料をまとめ、発表します。

本西教授
福井准教授

※受講にあたっては各自新聞を持参してください。
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